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「ワクワク実験倶楽部」が終了
去る５月３日(日・祝)に山形県産業科学館４階発

明工房において、サイエンスナビゲーターの有路宏
司先生を迎えて、「ワクワク実験倶楽部」《音のひみ
つ》が開催されました。参加者は１４名でした。主
な内容は下記のとおりです。
・サイエンスショー：太鼓の音でロウソクの火を消
せるか。
・なるほど実験：宇宙（真空）や水中で音は聞こえるか。
・びっくり工作：話すことと聞くことが同時にできる糸電話をつくって、離れた相手
と話をしてみよう。
音の実験や工作を通して、音のひみつがわかりやすく楽しく知ることができました。

講師の先生、参加していただいた皆さん、ありがとうございました。

TOP入社式語録を掲示しました

平成27年度の新年度を迎えて、新しい社会
人として夢と希望を抱きながらスタートを切
った方もたくさんおられると思います。
日本国内のトップは入社式で何を語ってい

るのか。若い人にどんなメッセージを投げか
けたのか。
館内の掲示板に掲示しています。大変参考

になる言葉です。新人の皆さん、お元気でご
活躍されることをお祈り申し上げます。ぜひ、
TOP入社式語録をご覧ください。

県内企業(２階掲示) 国内企業(３階掲示)

イベント予告 「放射線を見てみよう」（５月３０日）

平成27年5月30日(土)10時30分～12時に山形県産業科学館4階発明工房で、東北
電力(株)山形支店主催により、協賛イベント「放射線を見てみよう」が行われま
す。私たちの身の回りにある放射線は目に見えないし、においも音もしません。
これから宇宙旅行の時代を迎えるにあたって欠かせない知識です。この機会に学
びましょう。ぜひご参加ください。下記（5月ｲﾍﾞﾝﾄ情報）に申し込んでください。

・心力を尽くして私（わたくし）なき者、必ず功を成す 二宮尊徳
二宮尊徳（1787-1856）は江戸時代後期に小田原の農家に生まれました。まきを

背負いながら本を読む姿の像が有名です。14 歳で父を失い、16 歳で母を亡くし、
伯父の家で苦しい農耕をしながら独学に励み、苦難の道を乗り越えて、藩を再興し、
ついには幕府の直参に取り入られました。過去のデータを分析して計画を立案する
優れた手法と実践力は、今で言うコンサルタントも持ち合わせている経営者です。

館長だより


